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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　ユーザ領域と、前記ユーザ領域内の欠陥領域の代わりに使用され得る
代替領域を含むスペア領域とを備えた情報記録媒体であって、
　前記ユーザ領域および前記スペア領域は、複数のセクタを含み、
　前記複数のセクタのそれぞれは、ユーザデータを記録するためのユーザデータ領域と、
欠陥代替許可属性データを記録するための属性データ領域とを含み、
　前記欠陥代替許可属性データは、前記ユーザデータの記録が、前記ユーザ領域内の欠陥
領域を前記スペア領域内の代替領域に代替する欠陥代替処理の実行が許可された状態で行
われたか否かを示す、情報記録媒体。
　　【請求項２】　前記複数のセクタのうち少なくとも１つのセクタのそれぞれには、実
時間再生が必要とされるリアルタイムデータが前記ユーザデータとして記録されており、
　前記少なくとも１つのセクタのそれぞれには、前記ユーザデータの記録が前記欠陥代替
処理の実行が許可された状態で行われなかったことを示す第１の属性値を有する欠陥代替
許可属性データが記録されている、請求項１に記載の情報記録媒体。
　　【請求項３】　前記複数のセクタのうち少なくとも１つのセクタのそれぞれには、実
時間再生が必要とされない非リアルタイムデータが前記ユーザデータとして記録されてお
り、
　前記少なくとも１つのセクタのそれぞれには、前記ユーザデータの記録が前記欠陥代替
処理の実行が許可された状態で行われたことを示す第２の属性値を有する欠陥代替許可属
性データが記録されている、請求項１に記載の情報記録媒体。
　　【請求項４】　前記欠陥領域は、欠陥セクタを含むＥＣＣブロックであり、前記欠陥
代替処理は、ＥＣＣブロック単位で実行される、請求項１に記載の情報記録媒体。
　　【請求項５】　前記情報記録媒体への情報の記録は、ＥＣＣブロック単位で実行され
、前記ＥＣＣブロックのそれぞれは、複数のセクタを含み、
　１つのＥＣＣブロック内の前記複数のセクタに含まれるすべての欠陥代替許可属性デー
タの属性値は、同一の属性値に設定されている、請求項１に記載の情報記録媒体。
　　【請求項６】　ユーザ領域と、前記ユーザ領域内の欠陥領域の代わりに使用され得る
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代替領域を含むスペア領域とを備えた情報記録媒体に情報を記録する情報記録方法であっ
て、
　前記ユーザ領域および前記スペア領域は、複数のセクタを含み、
　前記複数のセクタのそれぞれは、ユーザデータ領域と属性データ領域とを含み、
　前記情報記録方法は、
　（ａ）ユーザデータを前記ユーザデータ領域に記録するステップと、
　（ｂ）欠陥代替許可属性データを生成するステップと、
　（ｃ）前記欠陥代替許可属性データを前記属性データ領域に記録するステップと
　を包含し、
　前記欠陥代替許可属性データは、前記ユーザデータの記録が、前記ユーザ領域内の欠陥
領域を前記スペア領域内の代替領域に代替する欠陥代替処理の実行が許可された状態で行
われたか否かを示す、情報記録方法。
　　【請求項７】　前記ステップ（ａ）は、
　実時間再生が必要とされるリアルタイムデータを前記ユーザデータとして前記ユーザデ
ータ領域に記録するステップと、
　前記リアルタイムデータの記録中に欠陥領域が検出された場合には、前記欠陥代替処理
を実行することなく、前記リアルタイムデータの記録を続行するステップとを包含し、
　前記ステップ（ｂ）は、
　前記欠陥代替許可属性データの属性値を、前記ユーザデータの記録が前記欠陥代替処理
の実行が許可された状態で行われなかったことを示す第１の属性値に設定するステップを
包含する、請求項６に記載の情報記録方法。
　　【請求項８】　前記ステップ（ａ）は、
　実時間再生が必要とされない非リアルタイムデータを前記ユーザデータとして前記ユー
ザデータ領域に記録するステップと、
　前記非リアルタイムデータの記録中に欠陥領域が検出された場合には、前記欠陥代替処
理を実行するステップとを包含し、
　前記ステップ（ｂ）は、
　前記欠陥代替許可属性データの属性値を、前記ユーザデータの記録が前記欠陥代替処理
の実行が許可された状態で行われたことを示す第２の属性値に設定するステップを包含す
る、請求項６に記載の情報記録方法。
　　【請求項９】　前記欠陥領域は、欠陥セクタを含むＥＣＣブロックであり、前記欠陥
代替処理は、ＥＣＣブロック単位で実行される、請求項６に記載の情報記録方法。
　　【請求項１０】　前記情報記録媒体への情報の記録は、ＥＣＣブロック単位で実行さ
れ、前記ＥＣＣブロックのそれぞれは、複数のセクタを含み、
　前記情報記録方法は、
　１つのＥＣＣブロック内の前記複数のセクタに含まれるすべての欠陥代替許可属性デー
タの属性値を同一の属性値に設定するステップをさらに包含する、請求項６に記載の情報
記録方法。
　　【請求項１１】　ユーザ領域と、前記ユーザ領域内の欠陥領域の代わりに使用され得
る代替領域を含むスペア領域とを備えた情報記録媒体に記録された情報を再生する情報再
生方法であって、
　前記ユーザ領域および前記スペア領域は、複数のセクタを含み、
　前記情報再生方法は、
　（ａ）前記情報記録媒体に記録されたデータを読み出すステップと、
　（ｂ）前記データの読み出しエラーが発生したか否かを判定するステップと、
　（ｃ）前記データの読み出しエラーが発生したと判定された場合には、前記データが記
録されたセクタから欠陥代替許可属性データを読み出すステップと、
　（ｄ）前記読み出された欠陥代替許可属性データの属性値に応じたエラー処理を行うス
テップと
　を包含し、
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　前記欠陥代替許可属性データは、前記データの記録が、前記ユーザ領域内の欠陥領域を
前記スペア領域内の代替領域に代替する欠陥代替処理の実行が許可された状態で行われた
か否かを示す、情報再生方法。
　　【請求項１２】　前記ステップ（ｄ）は、
　（ｄ－１）前記読み出された欠陥代替許可属性データの属性値が、前記データの記録が
前記欠陥代替処理の実行が許可された状態で行われなかったことを示す第１の属性値に一
致するか否かを判定するステップと、
　（ｄ－２）前記読み出された欠陥代替許可属性データの属性値が前記第１の属性値に一
致すると判定された場合には、前記データの読み出しエラーを無視して再生処理を続行す
るステップと
　を包含する、請求項１１に記載の情報再生方法。
　　【請求項１３】　前記ステップ（ｄ－２）は、
　前記データの少なくとも一部を所定のダミーデータに置換するステップを包含する、請
求項１２に記載の情報再生方法。
　　【請求項１４】　前記複数のセクタのそれぞれは、セクタヘッダを含み、
　前記セクタヘッダは、前記欠陥代替許可属性データと、前記セクタヘッダの読み出しエ
ラーを検出するためのセクタヘッダエラー検出符号とを含み、
　前記ステップ（ｃ）は、
　（ｃ－１）前記セクタヘッダエラー検出符号を用いて、前記セクタヘッダの読み出しエ
ラーを検出するステップと、
　（ｃ－２）前記セクタヘッダの読み出しエラーが検出されていないセクタから前記欠陥
代替許可属性データを読み出すステップと
　を包含する、請求項１１に記載の情報再生方法。
　　【請求項１５】　前記情報記録媒体へのデータの記録は、ＥＣＣブロック単位で実行
され、前記ＥＣＣブロックのそれぞれは、複数のセクタを含み、
　前記ステップ（ｃ）は、
　（ｃ－１）前記データが記録されたＥＣＣブロックに含まれる前記複数のセクタのうち
少なくとも１つのセクタから少なくとも１つの欠陥代替許可属性データを読み出すステッ
プを包含し、
　前記ステップ（ｄ）は、
　（ｄ－１）前記読み出された少なくとも１つの欠陥代替許可属性データの属性値に応じ
たエラー処理を行うステップと
　を包含する、請求項１１に記載の情報再生方法。
　　【請求項１６】　前記複数のセクタのそれぞれは、セクタヘッダを含み、
　前記セクタヘッダは、前記欠陥代替許可属性データと、前記セクタヘッダの読み出しエ
ラーを検出するためのセクタヘッダエラー検出符号とを含み、
　前記ステップ（ｃ－１）は、
　（ｃ－１－１）前記セクタヘッダエラー検出符号を用いて、前記セクタヘッダの読み出
しエラーを検出するステップと、
　（ｃ－１－２）前記セクタヘッダの読み出しエラーが検出されていない先頭のセクタか
ら順に前記欠陥代替許可属性データを読み出すステップと
　を包含する、請求項１５に記載の情報再生方法。
　　【請求項１７】　前記ステップ（ｄ－１）は、
　（ｄ－１－１）前記セクタヘッダの読み出しエラーが検出されていない少なくとも１つ
の欠陥代替許可属性データの属性値の多数決によって前記エラー処理を行うか否かを決定
するステップ
　を包含する、請求項１６に記載の情報再生方法。
　　【請求項１８】　前記複数のセクタのそれぞれは、前記欠陥代替許可属性データと、
１つのセクタ内のエラーを訂正するための内符号ＰＩと、１つのＥＣＣブロックにわたる
エラーを訂正するための外符号ＰＯとを含み、
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　前記ステップ（ｃ－１）は、
　（ｃ－１－１）前記内符号を用いて、１つのセクタ内において訂正不能なエラーを検出
するステップと、
　（ｃ－１－２）１つのセクタ内において訂正不能なエラーが検出されていない先頭のセ
クタから順に前記欠陥代替許可属性データを読み出すステップと
　を包含する、請求項１５に記載の情報再生方法。
　　【請求項１９】　前記ステップ（ｄ－１）は、
　（ｄ－１－１）１つのセクタ内において訂正不能なエラーが検出されていない少なくと
も１つの欠陥代替許可属性データの属性値の多数決によって前記エラー処理を行うか否か
を決定するステップ
　を包含する、請求項１８に記載の情報再生方法。
　　【請求項２０】　ユーザ領域と、前記ユーザ領域内の欠陥領域の代わりに使用され得
る代替領域を含むスペア領域とを備えた情報記録媒体に記録された情報を再生する情報再
生方法であって、
　前記ユーザ領域および前記スペア領域は、複数のセクタを含み、
　前記情報再生方法は、
　前記情報記録媒体に記録されたデータのフォーマットが所定のフォーマットであるか否
かを判定するステップと、
　前記情報記録媒体に記録されたデータのフォーマットが前記所定のフォーマットである
と判定された場合には、前記データが記録されたセクタから欠陥代替許可属性データを読
み出すステップと、
　前記読み出された欠陥代替許可属性データの属性値に応じて、前記情報記録媒体に記録
されたデータの再生を許可するか否かを決定するステップと
　を包含し、
　前記欠陥代替許可属性データは、前記データの記録が、前記ユーザ領域内の欠陥領域を
前記スペア領域内の代替領域に代替する欠陥代替処理の実行が許可された状態で行われた
か否かを示す、情報再生方法。
　　【請求項２１】　請求項１に記載の情報記録媒体に対して、再生又は記録を行なうた
めの再生装置又は記録装置。
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